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編集
後記

町内では文化祭をはじめ、町

民スポーツフェスティバルや

京都丹波ロードレース、秋祭

りなど、さまざまなイベントが

行われますので、参加していただいて、京丹

波の秋を楽しんでいただきたいと思います。

▼今月号は、平成18年度決算を特集でお伝

えしています。一般会計の支出内容を、これ

までより細かく項目をあげて掲載しています

ので、ご一読ください。　　　　　　　（Ｙ）
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平成18年度 決算特集

１１月４日h 午前９時～午後４時３０分

１０月２７日n～２９日i
午前９時～午後４時

美
と

技
の
競
演
―
―
京
丹
波
町
文
化
祭
を
開
催
（
京
丹
波
町
文
化
協
会
主
催
）

秋
の
恒
例
行
事
、
京
丹
波

町
文
化
祭
が
今
年
も

開
催
さ
れ
ま
す
。
訪
れ
た
人
た

ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
作
品
展

示
で
は
、
絵
画
や
写
真
、
書
道

掛
け
軸
、
陶
芸
作
品
、
木
工
ク

ラ
フ
ト
作
品
な
ど
、
出
品
者
の

自
信
作
が
ズ
ラ
リ
と
並
び
ま
す
。

文
化
祭
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、

心
を
揺
さ
ぶ
る
勇
壮
な
太
鼓
の

響
き
、
い
に
し
え
の
心
を
伝
え

る
伝
統
芸
能
、
や
さ
し
い
気
持

ち
に
な
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
歌

声
や
ピ
ア
ノ
演
奏
、
心
安
ら
ぐ

琴
の
音
や
日
本
舞
踊
な
ど
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
熱
の
こ
も

っ
た
発
表
が
会
場
を
沸
か
せ
て

く
れ
ま
す
。

深
ま
り
ゆ
く
丹
波
高
原
の
秋
。

ご
家
族
や
友
だ
ち
な
ど
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
い
た

だ
き
、
京
丹
波
町
の
文
化
に
親

し
ま
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

﹇
出
演
者
﹈
和
知
小
人
形
浄
瑠
璃
ク
ラ

ブ
／
京
丹
波
町
子
ど
も
合
唱
団
／
カ

ラ
オ
ケ
同
好
会
／
つ
ぐ
み
会
（
舞
踊
）

／
和
太
鼓
「
舞
夢
」
／
千
寿
会
瑞
穂

支
部
（
舞
踊
）
／
瑞
舟
会
（
日
本
舞
踊
）

／
コ
ー
ラ
ス
「
ポ
ナ
ミ
」
／
た
ん
ぽ

ぽ
の
会
（
舞
踊
）
／
さ
な
え
会
（
民
謡
）

／
南
丹
Ｌ
ａ
ｖ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｓ
（
オ

カ
リ
ナ
演
奏
）
／
瑞
穂
扇
舞
会
（
舞
踊
）

／
小
畑
万
歳
保
存
会
／
千
掬
会
（
舞
踊
）

／
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
琴
遊
会
／
琴
城

流
琴
麗
会
和
知
大
正
琴
同
好
会
／
琴

城
流
大
正
琴
琴
麗
会
／
丹
波
音
頭
愛

好
会
／
舞
踊
「
苑
の
会
」
／
神
心
流

吟
と
舞
教
室
／
西
野

ピ
ア
ノ
教
室
／
足
立

ピ
ア
ノ
教
室
／
和
知

邦
楽
同
好
会
／
山
内

音
楽
教
室
／
グ
リ
ー

ン
コ
ー
ラ
ス
／
み
ず

ほ
グ
ラ
ン
パ
ァ
（
ク

ロ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ハ
ー

モ
ニ
カ
演
奏
）
／
京

丹
波
吹
奏
楽
団
／
和

知
太
鼓
保
存
会

﹇
出
品
者
﹈
創
作
粘
土
・
コ

ス
モ
ス
／
瑞
穂
木
彫
同
好

会
／
和
知
陶
芸
ク
ラ
ブ
／

明
峰
会
（
水
墨
画
）
／
丹

波
写
真
ク
ラ
ブ
／
瑞
穂
写

真
ク
ラ
ブ
／
和
知
工
芸
ク

ラ
ブ
（
木
工
）
／
泰
友
書

道
会
京
丹
波
書
道
サ
ー
ク

ル
／
瑞
穂
美
術
（
絵
画
）

／
和
紙
ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク

ル
／
陶
芸
サ
ー
ク
ル
／
日
本
習
字

西
野
支
部
／
京
丹
波
町
水
墨
画
サ

ー
ク
ル
／
瑞
穂
町
商
工
会
女
性
部

（
エ
コ
作
品
）
／
押
花
工
房
ト
ミ
片

山
／
書
道
さ
あ
く
る
／
す
み
絵
教

室
（
水
墨
画
）
／
編
物
サ
ー
ク
ル
／

み
ず
ほ
句
歌
会
／
グ
リ
ー
ン
サ
ー

ク
ル
（
押
花
）
／
田
代
良
孝
（
絵
画
・

写
真
）
／
山
下
隆
（
陶
芸
作
品
・
表

装
）
／
西
野
雅
美
（
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
）　
以
上
、
敬
称
略
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行政改革推進委員会が発足

Dr's Message いきいき健康術

地域一丸となって農地を守ろう
農事組合法人「京丹波ほたるの里」

野菜作りで都市・農村交流
野菜づくり教室

童心に返り、泥まみれの激闘
泥んこソフトバレーボール大会

高齢者の運動会
シルバーオリンピック

多彩に交通安全啓発
南丹船井交通安全大会

入札や契約、工事の検査、指導を行う
監理課を新たに設置

地域の伝言板「わくわくＢＯＸ」

TOWN NEWS 2007フラッシュ

９月21日に行われた瑞穂中の体育祭。生徒たちは赤
・青二つのチームに分かれて、リレーや騎馬戦、大縄
跳び、表現演技など団体種目を競いました。両チー
ム共に見事なチームワークをみせ、心をひとつにし
て競技に挑む生徒たちの姿が、保護者や教職員らに
感動を与えました。（瑞穂中グラウンド、大朴）

今月の表紙

No.24広 

報 CONTENTS

美と技の競演――京丹波町文化祭を開催

総
額
は
、百
五
億
九
、五
四

九
万
円
。歳
入
か
ら
歳
出
を

差
し
引
き
、さ
ら
に
平
成
十
九
年
度
へ
繰
り
越

し
た
二
七
八
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支

額
は
九
、七
七
五
万
円
の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、財
政
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
指
標
で

あ
る
※経
常
収
支
比
率
は
九
一
・
九
％
。前
年
度

に
比
べ
一
・
七
％
減
少
し
た
も
の
の
、依
然
と

し
て
高
い
比
率
で
す
。こ
の
比
率
が
高
く
な
る

ほ
ど
自
由
に
使
え
る
お
金
が
少
な
く
、財
政
運

営
が
厳
し
く
な
り
ま
す
。普
通
は
七
〇
―
八
〇

％
が
標
準
的
と
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
を
著
し
く

超
え
て
い
る
本
町
の
財
政
状
況
に
は
余
裕
が

あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
ま
す
ま
す
歳
入
の
確
保
が
厳
し
い
状

況
に
な
る
中
、既
存
の
事
務
・
事
業
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
見
直
し
、経

常
経
費
の
抑
制
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
歳
出
の
主
な
も

の
は
、総
合
計
画
の
策
定（
四
五
九
万
円
）、有

線
テ
レ
ビ（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）整
備
事
業
の
基
本
計

画
策
定（
二
五
二
万
円
）、升
谷
大
迫
線
な
ど
道

路
新
設
改
良
工
事（
五
億
一
、八
九
八
万
円
）、

須
知
の
都
市
公
園
整
備
工
事（
四
、五
六
五
万

円
）、学
校
施
設
な
ど
の
耐
震
診
断（
一
、三
六

〇
万
円
）、小
中
学
校
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

（
四
〇
〇
万
円
）、な
ど
。ま
た
、財
政
健
全
化
に

向
け
、公
債
費
の
※繰
上
償
還（
三
億
円
）を
行
い

ま
し
た
。こ
の
ほ
か
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
支
出

し
ま
し
た
。

歳
出

に
は
、町
税
収
入
な
ど
町
が

自
ら
の
力
で
収
入
で
き
る

お
金（
自
主
財
源
）と
、国
や
府
か
ら
交
付
さ
れ

た
り
、割
り
当
て
ら
れ
た
り
す
る
お
金（
依
存

財
源
）が
あ
り
ま
す
。グ
ラ
フ
の
と
お
り
、自
主

財
源
は
歳
入
全
体
の
約
二
七
％
で
、残
り
の
約

七
三
％
は
国
・
府
か
ら
の
お
金
や
町
債（
借
入

金
）な
ど
に
頼
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
町
税
収
入
は
、十
六

億
六
、七
八
一
万
円
で
、収
入
で
き
な
か
っ
た

未
徴
収
額
が
約
二
億
四
、〇
〇
〇
万
円
。今
年

度
か
ら
京
都
府
と
共
同
で
滞
納
税
金
の
徴
収

（
滞
納
徴
収
の
共
同
化
）を
進
め
て
お
り
、こ
れ

に
よ
り
税
収
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
、住
民
福

祉
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

一
方
、依
存
財
源
の
中
で
最
も
多
く
を
占
め

る
地
方
交
付
税
は
、前
年
度
に
比
べ
約
九
、〇

〇
〇
万
円
減
少
。三
位
一
体
の
改
革
な
ど
、国

が
進
め
る
財
政
構
造
改
革
に
よ
り
、地
方
交
付

税
や
国
庫
・
府
支
出
金
は
今
後
も
減
少
傾
向
に

あ
り
、国
や
府
へ
の
依
存
率
が
高
い
本
町
に
と

っ
て
、歳
入
の
確
保
は
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
さ

を
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、町
債
は
道
路
や
施
設
を
整
備
す
る
た

め
に
借
り
入
れ
る
お
金
で
、十
三
億
八
、一
三

〇
万
円
を
借
り
入
れ
ま
し
た
。

歳
入

平成18年度 決算特集

特集

決  
算
平成18年度 

九
月
の
議
会
定
例
会
で
、平
成
十
八
年
度
水
道
事
業
特
別
会
計
以
外
の
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
と

特
別
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。一
般
会
計
は
百
五
億
九
、五
四
九
万
円（
一
万
円
未
満
四
捨

五
入
、以
下
同
じ
）、水
道
事
業
特
別
会
計
以
外
の
特
別
会
計
は
七
十
五
億
九
、三
七
九
万
円（
財
産
区

会
計
除
く
、以
下
同
じ
）に
な
り
ま
し
た
。

水
道
事
業
特
別
会
計
は
、元
副
町
長
や
元
幹
部
職
員
の
逮
捕
に
及
ん
だ
収
賄
事
件
に
絡
む
工
事
が
含

ま
れ
て
お
り
、金
額
な
ど
に
疑
念
が
残
る
な
ど
の
理
由
か
ら
不
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

●用語解説
【経常収支比率】財政構造の弾力性を示す指標です。人件費や公債費など毎年度経常的に支出する経費に対して、町税や地方交付税など
毎年度経常的に収入できる一般財源が、どの程度使われたかを表す比率です。
【繰上償還】道路や施設の整備のために借り入れたお金（町債）の返済を、返済期間が来る前に返済すること。

町税 15.6％
［16億6,781万円］

使用料・手数料 2.0％
［2億883万円］

その他 9.6％
［10億2,744万円］

歳入

地方交付税 43.5％
［46億5,041万円］

国庫・府支出金
10.0％
［10億7,298万円］

町債12.9％
［13億8,130万円］

その他 6.4％
［6億8,725万円］一般会計

歳入

一般会計

歳出

自主財源
依存財源

［目的別］

歳出

総務費 15.7％
［16億6,172万円］

民生費 15.3％
［16億1,632万円］

衛生費 9.7％
［10億2,577万円］

農林水産業費 12.7％
［13億4,493万円］

その他 5.6％
［5億9,340万円］

公債費 22.7％
［24億835万円］

教育費 6.9％
［7億3,030万円］

土木費 11.5％
［12億1,470万円］

［　　］106億
9,602万円

［　　］105億
9,549万円

2～5ページの写真は、瑞穂中体育祭。6、7ページの写真は、和知中体育祭。
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一般管理に関する経費 ………………………………4億1,125万円
（職員給与や区長会の運営補助、土地開発公社など各機関への負担金など）
例規集サポートシステム委託料 ……………………………666万円
町勢要覧の発行 ………………………………………………126万円
広報京丹波（お知らせ版含む）の発行など …………………541万円
財政管理・会計管理に関する経費 …………………………235万円
財産管理に関する経費 ………………………………5億6,172万円
（町有財産管理、基金積立金など）
総合計画の策定（委員報酬など含む） ………………………459万円
山陰本線複線化事業補助金 ………………………………5,204万円
京都中部地区広域市町村圏協議会など各機関への負担金 55万円
その他総合企画に関する経費 ………………………………274万円
支所の管理に関する経費（職員給与など含む） ……2億9,030万円
公平委員会に関する経費 ………………………………………1万円
グリーンランドみずほ管理運営委託など ………………2,523万円
和知駅構内使用料 ……………………………………………72万円
駐車場管理に関する経費 ……………………………………117万円
街灯設置補助金・防犯協会負担金など ……………………100万円
交通対策費 ……………………………………………………194万円
（交通指導員運営経費、交通安全協会運営補助など）
町営バス運行事業会計への繰出金 ………………………4,980万円
自治振興補助金 ……………………………………………1,083万円
地域活動助成調査事業 ………………………………………46万円
（住民自治組織によるまちづくり検討委員会など）
行政情報システムの管理など ……………………………3,322万円
情報化推進に関する経費 …………………………………3,317万円
（地域イントラネット・インターネット運営など）
有線テレビ（CATV）整備事業（基本計画策定） ……………252万円
男女共同参画計画の策定（委員報償など含む） ……………275万円
生涯学習推進に関する経費 …………………………………597万円
（人権政策の推進・国際交流など）
税務に関する経費（職員給与など含む） …………………9,505万円

戸籍住民基本台帳管理に関する経費 ……………………3,912万円
（職員給与など含む）
選挙に関する経費（知事選・府議選） ……………………1,830万円
各種統計調査に関する経費 ………………………………106万円
監査委員に関する経費 ………………………………………50万円

社会福祉総務費 ………………………………………2億3,460万円
（職員給与や在宅介護支援センター運営、民生児童委員の活動補助など）
国民健康保険特別会計への繰出金（事業勘定分） ……1億635万円
和知高齢者コミュニティセンター管理運営委託 …………70万円
共同作業所運営委託 ………………………………………1,807万円
重度心身障がい者通院通所支援事業委託 …………………827万円
障がい福祉計画の策定（委員報償など含む） ………………349万円
障がい者共同作業所入所訓練事業 ………………………4,473万円
重度心身障がい老人健康管理事業給付費 ………………2,995万円
心身障がい者医療給付費 …………………………………3,607万円
自立支援医療給付扶助費 …………………………………657万円
障がい者自立支援給付費 ……………………………1億2,781万円
その他障がい福祉に関する経費 …………………………3,778万円
（共同作業所の修繕など）
外出支援・食の自立支援事業委託 ………………………1,839万円
生きがい活動支援事業委託 ………………………………635万円
老人クラブ・老人クラブ連合会活動補助 …………………448万円
シルバー人材センター運営補助 …………………………900万円
老人医療給付費 ……………………………………………2,996万円
老人ホーム措置費 …………………………………………958万円
老人保健特別会計への繰出金 ………………………1億6,837万円
介護保険特別会計への繰出金 ………………………1億9,680万円
その他老人福祉に関する経費（長寿者報償など） ………1,020万円
国民年金事務に関する経費 …………………………………34万円
心身障がい児通園事業委託 ………………………………457万円
乳幼児医療・すこやか子育て医療給付費 ………………4,435万円
児童手当給付費 ……………………………………………9,962万円
すこやか祝金 ………………………………………………970万円
その他児童福祉に関する経費 ……………………………862万円
（チャイルドシート購入助成など）
母子父子福祉に関する経費（母子医療給付費など） ………961万円
保育所の運営管理（職員給与など含む） ……………3億3,198万円

保健衛生総務費（職員給与など） …………………………7,829万円
各種健（検）診 ………………………………………………4,722万円
予防接種業務 ………………………………………………1,589万円
機能回復訓練委託 ……………………………………………28万円
食生活改善推進事業委託 ……………………………………65万円

不妊治療給付事業補助 ………………………………………40万円
その他保健・予防に関する経費（医師報酬など） …………675万円
合併浄化槽設置補助金 ……………………………………1,352万円
下水道事業特別会計への繰出金 …………………………3,716万円
その他環境衛生に関する経費 ………………………………352万円
（狂犬病予防注射や水質検査委託など）
地域医療対策審議会の運営 …………………………………35万円
南丹病院負担金 ……………………………………………1,599万円
瑞穂病院会計運営補助（出資金・利子分含む） ………1億5,224万円
国民健康保険特別会計への繰出金（直診勘定分） ………9,879万円
その他診療所に関する経費（事務経費など） …………………6万円
保健センターの管理 ………………………………………1,583万円
船井郡衛生管理組合分担金 …………………………2億5,722万円
ごみ処理手数料 ……………………………………………3,939万円
生ごみたい肥化容器購入助成 ………………………………101万円
資源ごみ集団収集助成 ………………………………………105万円
その他ごみ処理対策に関する経費 …………………………146万円
簡易水道事業特別会計への繰出金 …………………2億3,868万円

農業委員会の運営 …………………………………………1,020万円
農業総務費（職員給与など） ………………………………9,543万円
瑞穂町農業公社・丹波ふるさと振興公社運営補助 ……2,045万円
マスターズハウス管理委託 ………………………………606万円
京野菜こだわり産地支援事業 ……………………………1,239万円
新地域農場づくり営農条件整備事業補助　 ……………1,072万円
（三ノ宮地域農場づくり協議会の営農条件整備）　　　　　　　
新地域農場づくり推進事業補助 ……………………………50万円
（三ノ宮地域農場づくり協議会の活動補助）
高齢者等活動支援事業補助 ………………………………105万円
（戸津川ほのぼの会、農用モノレール整備など）
農業機械導入補助 …………………………………………743万円
中山間地域直接支払事業 ……………………………1億1,145万円
環境保全型農業支援事業 …………………………………192万円
（土づくり推進、牛ふんたい肥散布など）
水田農業構造改革対策助成事業 …………………………1,572万円
（特産物作付け奨励、集落営農推進など）
京の米産地づくり事業補助 ………………………………224万円
有害鳥獣対策 ………………………………………………2,391万円
その他農業振興に関する経費 ……………………………1,889万円
（茶園管理・クリ生産振興など）
ストックヤード設置工事（保井谷など6カ所） ……………887万円
その他畜産業に関する経費 ………………………………1,027万円
（元気な地域づくり事業補助など）
農道安栖里坂原線道路改良工事 …………………………1,415万円
小規模農業基盤整備工事（才原、用水路工事ほか） ……1,867万円

揚水機整備補修工事（小畑） ………………………………835万円
南丹区域農用地総合整備事業 ………………………1億4,525万円
農業集落道長瀬線橋りょう・道路工事負担金 ………1億7,854万円
下水道事業特別会計繰出金（農業集落排水） ………1億6,911万円
その他農地保全などに関する経費 ………………………3,001万円
（土地改良区運営補助など）
丹波食彩の工房の管理運営 ………………………………7,148万円
山村開発センターの管理 ……………………………………757万円
農村情報施設（CATV）管理費（職員給与など含む） ……9,635万円
アグリパークわち看板設置・表土搬入工事 ………………182万円
水原廻り町線改良・舗装工事 ……………………………1,175万円
集落道長瀬線向山配水管添架工事 ………………………887万円
その他山村振興対策に関する経費 …………………………98万円
林業総務費（職員給与や林業振興会負担金など） ………2,158万円
松くい虫防除委託 ……………………………………………342万円
公有林整備事業 ……………………………………………1,815万円
森林整備地域活動支援事業 ………………………………2,909万円
緑の公共事業（間伐65haなど） …………………………1,540万円
森林組合運営補助 …………………………………………216万円
林道峰線開設（和知地区才原・広瀬） ……………………9,746万円
林道の維持管理 ……………………………………………466万円
小規模治山事業 ……………………………………………992万円
（高岡。土留工、排水工、植生ネット張り）
その他林業振興に関する経費 ……………………………1,766万円
（緑の担い手育成事業など）
わち林業センターの運営管理 ………………………………275万円
河川種苗放流事業補助 ………………………………………230万円
　　　　　　

商工総務費（職員給与など） ………………………………1,363万円
商工会小規模事業経営支援事業補助 ……………………1,854万円
中小企業信用保証料補助 ……………………………………215万円
商店街等育成支援事業補助 …………………………………30万円
商業活性化事業補助 ………………………………………160万円
その他の商工振興に関する経費 …………………………136万円
（消費生活グループ活動補助など）
道の駅「和」・山野草の森・カヌークラブハウス・
アグリパークわち管理委託 ………………………………2,810万円
質志鐘乳洞公園管理委託 ……………………………………932万円
その他観光振興に関する経費 ………………………………828万円
（京都府観光連盟など各機関への負担金など）

総務費 16億6,172万円

衛生費 10億2,577万円

農林水産業費 13億4,493万円

商工費 8,328万円

民生費 16億1,632万円

こう使った    105億円
一般会計（主なもの）
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土木総務費 …………………………………………………7,519万円
（職員給与や各建設促進同盟会への負担金など）

道路台帳整備委託 …………………………………………641万円
道路の維持管理に関する経費 ……………………………4,673万円
（道路修繕、交通安全施設整備、除雪作業など）

道路改良工事 …………………………………………5億1,898万円
その他道路改良に関する経費 …………………………1億864万円
（職員給与や測量設計監理など） 

河川総務費（河川維持管理業務委託など） ………………575万円
河川改良工事 ………………………………………………3,965万円
農業基盤整備事業関連河川改修負担金 …………………939万円
ダム関連対策に関する経費 ………………………………916万円
都市計画に関する経費（職員給与など） …………………312万円
都市公園整備（須知）に関する経費 ……………………4,565万円
下水道事業特別会計への繰出金 ……………………2億3,249万円
町営住宅管理に関する経費 ………………………………2,479万円
（職員給与や住宅管理台帳システム委託など）

町営住宅建設工事（瑞穂地区三ノ宮団地） ………………8,472万円
その他住宅建設に関する経費（測量設計監理など） ……404万円

 　　　　　　　　　　
京都中部広域消防組合負担金 ………………………2億3,127万円
消防団の運営、消防施設の維持管理に関する経費 ……8,877万円
防災センターなどの改修工事 ……………………………229万円
防火水槽撤去、消防施設移設工事 …………………………122万円
防災センター等改修事業補助 ……………………………151万円
その他消防施設などの改修に関する経費 …………………25万円
地域防災計画・国民保護計画の策定 ………………………444万円
（委員報酬など含む）

防災情報システム整備負担金 ……………………………1,966万円
その他防災対策に関する経費 ……………………………389万円
（防災無線電波負担金など）

災害対策に関する経費 ………………………………………11万円

 学校施設などの耐震診断委託 …………………………1,360万円
子ども会活動推進事業補助 ………………………………146万円
育英資金給付事業特別会計繰出金 …………………………66万円
その他教育総務費 ……………………………………1億4,993万円
（職員給与や教育委員報酬など）

小中学校への防犯カメラ設置 ……………………………400万円
質美小学校校舎改修工事 ……………………………………166万円
特別支援学級教室改修工事 ………………………………450万円
その他小学校の管理に関する経費 …………………1億2,163万円
（職員給与など含む）

小学校の教育振興に関する経費 …………………………4,217万円
（教材、通学バス補助金など）

和知中学校グラウンド改修工事（防護施設含む） ………1,667万円
その他中学校の管理に関する経費 ………………………5,337万円
（職員給与など含む）

中学校の教育振興に関する経費 …………………………6,576万円
（外国語指導助手報酬、教材、通学バス補助金など）

幼稚園の管理運営に関する経費 …………………………6,378万円
（職員給与など含む）

婦人会活動推進補助 ………………………………………120万円
町文化協会活動推進補助 ……………………………………25万円
伝統芸能等保存活動補助 ……………………………………24万円
青少年育成協会への補助 ……………………………………50万円
人権教育推進協議会への補助 ………………………………50万円
その他社会教育総務費（社会教育委員報酬など） ………1,428万円
公民館活動に関する経費 …………………………………3,580万円
文化財保護に関する経費 …………………………………144万円
体育協会への補助 …………………………………………400万円
その他社会体育に関する経費 ……………………………268万円
（体育指導委員活動など）

体育施設の維持管理に関する経費 ………………………1,120万円
学校給食費（職員給与など含む） ……………………1億1,903万円

土木費 12億1,470万円

消防費 3億5,342万円

教育費 7億3,030万円

平成18年度 決算特集
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平
成
十
八
年
度
の
入
院
患
者
数
は

延
べ
一
万
三
、七
四
二
人（
前
年
度
比

一
一
・
五
％
の
減
）、外
来
患
者
は
延

べ
三
万
五
、六
一
五
人（
前
年
度
比
四
・

四
％
の
減
）で
し
た
。

特
別
会
計
決
算
の
概
要

会計別歳出決算額
　　　　　　　会計名 本年度  　　

一般会計 105億9,549万円
特別会計・企業会計 75億9,379万円
国民健康保険事業（事業勘定） 17億7,560万円
国民健康保険事業（質美診療所） 2,173万円
国民健康保険事業（和知診療所） 3億4,887万円
国民健康保険事業（和知歯科） 7,162万円
老人保健 20億6,201万円
介護保険事業（事業勘定） 14億9,453万円
介護保険事業（サービス勘定） 729万円
下水道事業 8億8,308万円
土地取得 1,716万円
育英資金給付事業 1,106万円
町営バス運行事業 1億3,459万円
瑞穂病院 7億6,625万円
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

D r ' s M e s s a g e

いきいき健康術 第2回

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、町
立
病
院
・
診
療
所
の
医
師
が
皆
さ
ん

に
お
届
け
す
る
健
康
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

今
回
の
担
当
医
は
和
知
診
療
所
の
中
村
泰
也
所
長
。

例
年
、十
一
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
。予
防
す
る
う
え
で
大
切
な
こ
と
や
心
が
け
た
い
こ
と
な

ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

中村泰也 所長（和知診療所）

今月の
医師

行
政
改
革
推
進
委
員
会
が
発
足

大
綱
の
策
定

へ
始
動

京初
丹
波
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
が
発
足

し
、八
月
二
十
九
日
に
役
場
で
初
会
合
を

開
き
ま
し
た
。同
委
員
会
は
、議
会
推
薦
の
議
員
や

学
識
経
験
者
、一
般
公
募
な
ど
八
人
で
構
成
。社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
、簡
素
で
効
率
的

な
町
政
を
推
進
す
る
た
め
、条
例
に
基
づ
き
設
置

し
た
も
の
で
、京
丹
波
町
の
行
政
改
革
の
推
進
に

関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
・
審
議
し
ま
す
。

会
合
で
は
、松
原
町
長
が
八
人
の
委
員
に

委
嘱
状
を
交
付
し
た
後
、「
総
合
計
画
を

も
と
に
、社
会
福
祉
・
医
療
な
ど
諸
施
策
を
推
進
す

る
た
め
に
は
行
政
改
革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

行
政
改
革
の
柱
と
な
る
大
綱
の
策
定
に
向
け
、委

員
の
皆
さ
ん
の
協
議
を
賜
り
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、松
原
町
長
か
ら
同
委
員
会
に
対
し
て「
京

丹
波
町
行
政
改
革
大
綱（
仮
称
）」の
策
定
に
つ
い

て
諮
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
今
後
、さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
町

の
行
財
政
状
況
を
調
査
・
研
究
し
、協
議
を
重
ね
、

今
年
度
中
の
大
綱
策
定
を
め
ざ
し
ま
す
。委
員
は

次
の
皆
さ
ん
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

■
京
丹
波
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会

委
員
長

中
西
和
之（
学
識
経
験
者
）

副
委
員
長

佐
藤
　
隆（
町
長
推
薦
、京
都
銀
行
須
知
支
店
長
）

畠
中
　
勉（
議
会
推
薦
）

谷
　
勝
彦（
学
識
経
験
者
）

吉
田
　
昭（
学
識
経
験
者
）

片
山
和
子（
町
長
推
薦
）

小
林
弘
己（
一
般
公
募
）

北
尾
　
潤（
一
般
公
募
）

た
ま
わ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
科
学
的
に
立
証
さ
れ
た
の
は
一
九

〇
〇
年
ご
ろ
か
ら
で
、数
回
に
わ
た
り
世
界
的
な
大
流
行
が
知
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。中
で
も
、一
九
一
八
年
に
始
ま
っ
た「
ス
ペ
イ
ン
か

ぜ
」と
呼
ば
れ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
、死
亡
者
数
は
日
本
で
も

約
四
十
万
人
に
上
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
一
九
五
七
年
に
は「
ア
ジ
ア
か
ぜ
」、一
九
六
八
年
に
は

「
香
港
か
ぜ
」と
呼
ば
れ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
、世
界
的
に
大
流
行

し
ま
し
た
。

さ
て
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
が
、い
っ
た
ん
流
行
が
始
ま
る
と
、

短
期
間
で
多
く
の
人
に
感
染
す
る
流
行
性
疾
患
で
あ
り
、日
本
で
は

例
年
十
一
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
流
行
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
は
、ど
う

し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
手
洗
い
、う
が
い
。

十
分
な
休
養
と
栄
養
摂
取
で

抵
抗
力
を
高
め
よ
う

ま
ず
、帰
宅
時
に
手
洗
い
や
う
が
い
を
す
る
こ
と
で
す
。咽
頭
粘

膜
や
手
指
な
ど
身
体
に
付
着
し
た
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
す
る
た
め
に

有
効
な
方
法
で
す
。

ま
た
、空
気
が
乾
燥
す
る
と
、の
ど
の
粘
膜
の
防
御
機
能
が
低
下

し
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。と
く
に
乾
燥

し
た
室
内
で
は
加
湿
器
な
ど
を
使
っ
て
、十
分
な
湿
度（
五
〇
│

六
〇
％
）を
保
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
き
た
ら
、外
出
時
に
マ
ス
ク
を
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
。流
行
前
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、発
症
し
た
場

合
の
重
症
化
防
止
に
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
、と
く
に
高
齢
者
の
方

は
接
種
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
、発
症
し
た
場
合
も
、早
期
に
治
療
す
れ
ば
軽
症
で
す
む
場

合
が
多
い
の
で
、急
な
発
熱
が
あ
れ
ば
、た
だ
ち
に
医
療
機
関
で
受

診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
、十
分
な
休
養
と
栄
養
摂
取
に
よ
り
抵
抗
力
を
高
め
て
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
は
じ
め
、病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
体
調
管
理

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

い
ん

なかむら やすなり

諮問する松原町長（左）。右は中西委員長（役場議場）
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域
一
丸
と
な
っ
て
農
地
を
守
ろ
う

農
事
組
合
法
人「
京
丹
波
ほ
た
る
の
里
」

農
業
の
効
率
化
や
経
営
基
盤
の
強
化
な
ど
を
目
的
と
し
た
農
事
組
合
法

人「
京
丹
波
ほ
た
る
の
里
」の
設
立
総
会
が
九
月
一
日
、安
井
区
公
民
館
で
開

か
れ
、町
や
京
都
府
の
関
係
者
、地
元
の
農
家
な
ど
が
出
席
。総
会
で
は
代
表

理
事
・
谷
山
建
夫
さ
ん（
安
井
）が「
力
を
合
わ
せ
て
、ふ
る
さ
と
の
農
地
を
守

る
道
筋
を
つ
く
ろ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
、組
合
員
ら
と
共
に
地
域
の
農
業
を

守
る
決
意
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

「
京
丹
波
ほ
た
る
の
里
」に
は
、安
井
区
と
塩
田
谷
区
の
農
家
五
十
三
戸
の

う
ち
、約
六
割
が
加
入
。今
後
、農
地
の
利
用
調
整
や
生
産
・
販
売
体
制
の
効

率
化
、環
境
保
全
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

両
区
で
は
担
い
手
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
が
課
題
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、今
後
、地
域
の
農
業
を
守
っ
て
い
く
た
め
、平
成
十
七
年
十
二

月
か
ら
勉
強
会
や
協
議
な
ど
を
百
回
以
上
重
ね
て
、今
年
八
月
に
法
人
設
立

で
合
意
し
ま
し
た
。

地
心
に
返
り
、泥
ま
み
れ
の
激
闘

泥
ん
こ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

瑞
穂
・
三
ノ
宮
地
域
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ「
さ
ん
さ
ん
ク
ラ

ブ
」（
西
村
明
男
会
長
、猪
鼻
）が
九
月
一
日
、地
域
内
の
休
耕
田
を
利
用
し
て

「
泥
ん
こ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」を
開
催
し
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

約
百
人
が
参
加
。大
人
た
ち
は
童
心
に
返
っ
て
、泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら

試
合
を
楽
し
む
と
と
も
に
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

一
方
、子
ど
も
た
ち
は
、ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
み
、田
ん
ぼ

の
中
を
は
し
ゃ
ぎ
回
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、同
ク
ラ
ブ
が
毎
年
行
っ
て
い
る
夏
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
初

め
て
開
催
し
た
も
の
。同
ク
ラ
ブ
の
会
員
を
は
じ
め
、他
の
地
域
か
ら
の
参

加
も
あ
り
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
六
チ
ー
ム
で
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

試
合
で
は
、ボ
ー
ル
を
必
死
に
追
う
あ
ま
り
、泥
の
中
へ
顔
か
ら
飛
び
込

む
参
加
者
の
姿
も
あ
り
、周
囲
は
歓
声
と
拍
手
に
沸
き
ま
し
た
。ま
た
、ナ
ー

ス
姿
や
メ
イ
ド
姿
な
ど
仮
装
し
て
試
合
す
る
チ
ー
ム
も
あ
り
、会
場
は
楽
し

い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

童

菜
作
り
で

都
市
・
農
村
交
流

野
菜
づ
く
り
教
室

九
月
八
日
、丹
波
食
彩
の
工
房（
高
岡
）付
近

の
農
地
で
、都
市
住
民
を
対
象
と
し
た「
野
菜

づ
く
り
教
室
」（
下
村
農
事
組
合
主
催
）が
開
催

さ
れ
、京
都
市
な
ど
か
ら
約
二
十
人
が
参
加
。

ハ
ク
サ
イ
や
キ
ャ
ベ
ツ
の
苗
を
植
え
る
な
ど

の
農
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

農
作
業
の
指
導
に
は
、同
組
合
の
山
田
元
さ

ん
や
原
澤
武
さ
ん
ら
地
元
農
家
が
あ
た
り
、参

加
者
に
苗
の
植
え
方
な
ど
を
教
え
る
と
と
も

に
、都
市
住
民
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。こ

の
日
植
え
た
作
物
は
十
二
月
ご
ろ
収
穫
し
、そ

の
後
、ハ
ク
サ
イ
な
ど
は
漬
物
加
工
す
る
予
定

で
す
。 野

齢
者
の
運
動
会

シ
ル
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

「
第
二
回
京
丹
波
町
シ
ル
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」（
町
教
育
委
員
会
主
催
）を
九
月
十
五
日
、蒲

生
野
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
体
育
館
で
開
催
し
ま
し

た
。こ
の
行
事
は
、高
齢
者
の
健
康
増
進
や
親
ぼ

く
の
機
会
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
。今
年
は

六
十
歳
以
上
の
約
三
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
ら
は
五
十
メ
ー
ト
ル
走
や
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
投
げ
、輪
投
げ
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

ニ
ア
ピ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
、体
力
測
定
な
ど
を
行

い
、新
記
録
を
目
指
し
て
汗
を
流
す
と
と
も
に
、

各
競
技
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

高
彩
に
交
通
安
全
啓
発

南
丹
船
井
交
通
安
全
大
会

九
月
二
十
九
日
、「
第
二
回
南
丹
船
井
交
通
安

全
大
会
」（
南
丹
船
井
交
通
安
全
協
会
な
ど
主
催
）

が
、道
の
駅「
丹
波
マ
ー
ケ
ス
」で
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
行
事
は
、ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
の
交

通
安
全
意
識
を
高
め
、交
通
事
故
防
止
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
。

今
年
は
、式
典
で
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
や
交

通
安
全
宣
言
な
ど
が
行
わ
れ
た
後
、太
鼓
演
奏

や
吹
奏
楽
演
奏
会
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

会
場
で
は
、南
丹
警
察
署
の
警
察
官
が
白
バ

イ
や
パ
ト
カ
ー
を
展
示
し
た
り
、同
協
会
役
員

ら
が
餅
つ
き
や
、わ
た
菓
子
の
バ
ザ
ー
を
開
い

た
り
し
て
、町
内
外
か
ら
訪
れ
た
大
勢
の
人
び

と
に
安
全
運
転
や
交
通
事
故
防
止
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

多

入
札
や
契
約
、工
事
の

検
査
、指
導
を
行
う

監
理
課
を
新
た
に
設
置

九
月
議
会
定
例
会
で
京
丹
波
町
課
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
可
決
さ

れ
、十
月
一
日
付
け
、新
た
に
監
理
課
を
設

置
し
ま
し
た
。

監
理
課
は
、こ
の
た
び
の
簡
易
水
道
整

備
工
事
を
め
ぐ
る
不
祥
事
を
受
け
、適
正

な
入
札
制
度
や
施
工
監
理
体
制
の
整
備
を

図
る
た
め
に
設
置
し
た
も
の
で
、①
入
札

資
格
、審
査
お
よ
び
選
定
に
関
す
る
こ
と

②
入
札
、契
約
、検
査
お
よ
び
指
導
に
関
す

る
こ
と
③
そ
の
他
公
共
工
事
の
適
正
執
行

に
関
す
る
こ
と
を
主
な
業
務
と
し
て
い
ま

す
。同
課
の
職
員
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

■
監
理
課
　（
　
）は
前
職
。

参
事
兼
監
理
課
長
兼
指
導
検
査
係
長
／

田
渕
敬
治（
参
事
）

主
幹
兼
総
務
契
約
係
長
／

中
尾
達
也（
総
務
課
主
幹
）

主
査
／
中
村
昭
夫（
土
木
建
築
課
主
査
）

〒６２２－０２９２（住所不要） 
京丹波町企画情報課広報京丹波
「わくわくＢＯＸ」係
ファックス／８２－２５００　
Ｅメール／kikaku30@town.
　　　　  kyotamba.kyoto.jp
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このコーナーは、「身近に起こっ
た出来事」や「感動したこと」、「み
んなに教えてあげたい・わたしの健
康術」、「こんなサークル活動始め
ました」など、読者の皆さんの身近
な情報発信としてご利用ください。

サ
ト
イ
モ
の
花

が
咲
き
ま
し
た
。サ

ト
イ
モ
を
毎
年
栽

培
し
て
い
ま
す
が
、

花
が
咲
い
て
い
る

の
を
見
た
の
は
初

め
て
で
す
。た
い
へ

ん
珍
し
い
こ
と
だ

っ
た
の
で
投
稿
し

ま
し
た
。

（
林
由
夫
さ
ん
・
升
谷
）

サ
ト
イ
モ
の
花
は
、温
暖
な
地
域
で
な
い
と

咲
か
な
い
そ
う
で
、こ
の
地
域
で
咲
く
の
は
珍

し
い
こ
と
の
よ
う
で
す
。地
球
温
暖
化
の
影
響

が
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
表
れ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。花
の
色
は
黄
色
で
す
。

10月1日現在／（　）は前月比

わたしたちの町

人　口 

17,535（－2）

男 

8,320（－2）

女 

9,215（±0）

世帯数 

6,516（＋9）

設立総会の様子（安井区公民館）童心に返って泥まみれに（三ノ宮）

新記録めざして50m走に挑む参加者
（蒲生野中グラウンド、蒲生）

交通安全宣言を行い、安全運転や事故防止を呼びかける
（道の駅「丹波マーケス」、須知）

地元農家に教わりながら苗植えに汗を流す参加者（丹波食彩の工房付近、高岡）
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編集
後記

町内では文化祭をはじめ、町

民スポーツフェスティバルや

京都丹波ロードレース、秋祭

りなど、さまざまなイベントが

行われますので、参加していただいて、京丹

波の秋を楽しんでいただきたいと思います。

▼今月号は、平成18年度決算を特集でお伝

えしています。一般会計の支出内容を、これ

までより細かく項目をあげて掲載しています

ので、ご一読ください。　　　　　　　（Ｙ）

熱
き
騎
馬
戦
―
。

正
々
堂
々
、真
っ
向
勝
負

た

た

か

い

平成18年度 決算特集

１１月４日h 午前９時～午後４時３０分

１０月２７日n～２９日i
午前９時～午後４時

美
と

技
の
競
演
―
―
京
丹
波
町
文
化
祭
を
開
催
（
京
丹
波
町
文
化
協
会
主
催
）

秋
の
恒
例
行
事
、
京
丹
波

町
文
化
祭
が
今
年
も

開
催
さ
れ
ま
す
。
訪
れ
た
人
た

ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
作
品
展

示
で
は
、
絵
画
や
写
真
、
書
道

掛
け
軸
、
陶
芸
作
品
、
木
工
ク

ラ
フ
ト
作
品
な
ど
、
出
品
者
の

自
信
作
が
ズ
ラ
リ
と
並
び
ま
す
。

文
化
祭
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、

心
を
揺
さ
ぶ
る
勇
壮
な
太
鼓
の

響
き
、
い
に
し
え
の
心
を
伝
え

る
伝
統
芸
能
、
や
さ
し
い
気
持

ち
に
な
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
歌

声
や
ピ
ア
ノ
演
奏
、
心
安
ら
ぐ

琴
の
音
や
日
本
舞
踊
な
ど
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
熱
の
こ
も

っ
た
発
表
が
会
場
を
沸
か
せ
て

く
れ
ま
す
。

深
ま
り
ゆ
く
丹
波
高
原
の
秋
。

ご
家
族
や
友
だ
ち
な
ど
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
い
た

だ
き
、
京
丹
波
町
の
文
化
に
親

し
ま
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

﹇
出
演
者
﹈
和
知
小
人
形
浄
瑠
璃
ク
ラ

ブ
／
京
丹
波
町
子
ど
も
合
唱
団
／
カ

ラ
オ
ケ
同
好
会
／
つ
ぐ
み
会
（
舞
踊
）

／
和
太
鼓
「
舞
夢
」
／
千
寿
会
瑞
穂

支
部
（
舞
踊
）
／
瑞
舟
会
（
日
本
舞
踊
）

／
コ
ー
ラ
ス
「
ポ
ナ
ミ
」
／
た
ん
ぽ

ぽ
の
会
（
舞
踊
）
／
さ
な
え
会
（
民
謡
）

／
南
丹
Ｌ
ａ
ｖ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｓ
（
オ

カ
リ
ナ
演
奏
）
／
瑞
穂
扇
舞
会
（
舞
踊
）

／
小
畑
万
歳
保
存
会
／
千
掬
会
（
舞
踊
）

／
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
琴
遊
会
／
琴
城

流
琴
麗
会
和
知
大
正
琴
同
好
会
／
琴

城
流
大
正
琴
琴
麗
会
／
丹
波
音
頭
愛

好
会
／
舞
踊
「
苑
の
会
」
／
神
心
流

吟
と
舞
教
室
／
西
野

ピ
ア
ノ
教
室
／
足
立

ピ
ア
ノ
教
室
／
和
知

邦
楽
同
好
会
／
山
内

音
楽
教
室
／
グ
リ
ー

ン
コ
ー
ラ
ス
／
み
ず

ほ
グ
ラ
ン
パ
ァ
（
ク

ロ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ハ
ー

モ
ニ
カ
演
奏
）
／
京

丹
波
吹
奏
楽
団
／
和

知
太
鼓
保
存
会

﹇
出
品
者
﹈
創
作
粘
土
・
コ

ス
モ
ス
／
瑞
穂
木
彫
同
好

会
／
和
知
陶
芸
ク
ラ
ブ
／

明
峰
会
（
水
墨
画
）
／
丹

波
写
真
ク
ラ
ブ
／
瑞
穂
写

真
ク
ラ
ブ
／
和
知
工
芸
ク

ラ
ブ
（
木
工
）
／
泰
友
書

道
会
京
丹
波
書
道
サ
ー
ク

ル
／
瑞
穂
美
術
（
絵
画
）

／
和
紙
ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク

ル
／
陶
芸
サ
ー
ク
ル
／
日
本
習
字

西
野
支
部
／
京
丹
波
町
水
墨
画
サ

ー
ク
ル
／
瑞
穂
町
商
工
会
女
性
部

（
エ
コ
作
品
）
／
押
花
工
房
ト
ミ
片

山
／
書
道
さ
あ
く
る
／
す
み
絵
教

室
（
水
墨
画
）
／
編
物
サ
ー
ク
ル
／

み
ず
ほ
句
歌
会
／
グ
リ
ー
ン
サ
ー

ク
ル
（
押
花
）
／
田
代
良
孝
（
絵
画
・

写
真
）
／
山
下
隆
（
陶
芸
作
品
・
表

装
）
／
西
野
雅
美
（
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
）　
以
上
、
敬
称
略


